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お互い助け合う「感
かん

謝
しゃ

」の気持ちと「諫
かん

早市社
しゃ

会福祉協議会」の意味を

込めて名付けました。末永く皆さまに愛される広報紙を目指しています。

この広報紙は、皆さまから寄せられた会費、共同募金・寄付金などで作成しています

災害ボランティアセンター設置運営訓練を実施

～平成２９年度本明川総合水防演習～

　平成29年度本明川総合水防演習が、５月14日（日）、本明川・光江橋下流の河川敷で開催されました。

　諫早市社会福祉協議会では災害ボランティアセンターの運営に協力できるボランティアの方と職員が参加

し、「災害ボランティアセンター設置運営訓練」を実施しました。

　この訓練は、大規模な災害が発生した時、県内外から多くのボランティアが駆け付けた際に素早く対応し、

円滑にボランティア活動ができるようにするものです。

　諫早市社会福祉協議会は、今後も災害ボランティアに向けた研修や訓練を通していざという時に備え、「頼

れる社協」を目指してその取り組みを進めたいと考えております。

　災害ボランティアセンター

　　 　災害時における被災地でのボランティア活動を円滑に進めるための拠点のことで、被

災者を支援し住民の生活再建に大きな力を発揮します。

ボランティア受付の様子

ボランティア活動内容を伝えます

手話を活用したボランティア受付

オリエンテーションの様子
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特 集

番号 地区（校区）社協 自治会・町内会名

① 諫 小 地 区
東小路町・高城町・八天町・本町・東本町・旭町第一・旭町第二・仲沖町・幸町・
厚生町・上町・八坂町・栄町

② 上 山 地 区 宇都町・西小路町・原口町・上野町・船越町・立石町・西郷町・新道町・野中町

③ 上 諫 早 地 区 本明町・目代町

④ 北 小 校 区 福田町・泉町・金谷町・日の出町・城見町・天満町

⑤ 西諫早小学校区
小船越町・馬渡町第一・馬渡町第二・馬渡町五番地・馬渡町九番地・山川町第一・
山川町第二・山川町中地区・中尾町

⑥ 西 諫 早 地 区
白岩町東部・白岩町西部・白岩町南部・白岩町北部・堂崎町第一・堂崎町第二・堂崎町第三・
津水町・雇用津水・真崎町・真崎団地・真崎町西部台・西部台堀の内町・破籠井町

⑦ 御 館 山 校 区 永昌町・永昌東町・栄田町・西栄田町・西部台大さこ町

⑧ 本 野 地 区 本野町・富川町・湯野尾町・上大渡野町・下大渡野町

⑨ 長 田 地 区
小豆崎町・西里町・中田町・御手水町・大場町・白木峰町・長田町・正久寺町・
高天町・白浜町・白原町・猿崎町

⑩ 高 来 地 区

神津倉・上三部壱・東三部壱・西三部壱・里・町名・法川・黒崎・小峰・善住寺・
東平原・湯江峰・水ノ浦・東溝口・西溝口・馬場・山道・上山道・汲水・坂元・
黒新田・小中尾・泉・下金崎・上金崎・下与・倉床・上与・一里松・峰・平田・
折山・西平原・西尾・中程・小船津・萩原・榎堂・建山・高松・川内・蟹食・船津・
上大戸・下大戸・冨地戸・佐古谷

⑪ 小 長 井 地 区 遠竹・井崎・小ヶ浦・田原・牧・長里・広川良

⑫ 森 山 地 区 慶師野・本村・田尻・杉谷・唐比・上井牟田・下井牟田

⑬ 小 野 地 区 長野町・宗方町・小野町・小野団地・黒崎町・赤崎町・小野島町・川内町・曙町

⑭ 有 喜 地 区 松里町第一・松里町第二・有喜町第一・有喜町第二・有喜町第三・早見町・鶴田町・中通町・天神町

⑮ 小 栗 地 区
平山町・平山団地・土師野尾町・栗面町・雇用栗面・栗面住宅・県住栗面団地・小ヶ倉町・
川床町・鷲崎町・小川町・扇町・夫婦木・小栗住宅・小川団地・ひばりが丘・刑務所官舎

⑯ 飯 盛 地 区
後田・船津・下釜・久保・佐田・小島・平古場・石原・山口・開・上原・池下・
清水・寺平・田平・川下・古場

⑰ 真 津 山 小 校 区 貝津町・貝津ヶ丘・津久葉町・久山町・久山台ニュータウン・若葉町・青葉台

⑱ 多 良 見 東 地 区
シーサイド一区・シーサイド二区・シーサイド三区・シーサイド四区・大島・化屋・
停車場・福井田・阿蘇・丸尾一区・丸尾二区・井樋ノ尾

⑲ 喜 々 津 地 区
喜々津船津・木床一区・木床二区・中里・喜々津団地・下市・上市・山中・
多良見団地・西川内

⑳ 多 良 見 西 地 区 東西園・野副・元釜・野川内・山川内・伊木力中通・田中・伊木力舟津・佐瀬・琴ノ尾

①②⑤
④⑦⑥

③

⑧

⑨

⑩
⑪

⑫

⑭
⑯

⑱⑲

⑳
⑬

⑮
⑰

“共に支え合う地域づくりを目指して”　　　

地区（校区）
社会福祉協議会の活動地域

　諫早市には、それぞれの地域で抱える課題（悩み

や問題）を発見し、その解決に向けて取り組んでい

る地区（校区）社会福祉協議会（以下、「地区社協」

と言います。）があります。地域の様々な団体や個人

が構成員であり、「地域のつながり」を活かし、住民

一人ひとりがお互いに助け合い支え合い、安心して

暮らすことができる地域づくりを進めています。

　諫早市内には、20の地区社協が組織されていま

す。（概ね小学校区に一つ設置）

　今回、あなたのまちの地区社協のエリアについて

ご紹介をいたします。
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広がるボランティアの輪

　諫早市老人クラブ連合会女性部会では、平成29年度の活動テーマに「ボランティア活

動の推進」を掲げ、様々なところでボランティア活動に取り組まれています。

　同部会は、これまでも諫早市老人クラブ連合会のスローガンである「健康・友愛・奉

仕」の理念のもと活動をされてこられています。今年度は地域での社会貢献活動をよ

り進めていこうとの思いから、施設でのタオルやおむつたたみ、使用済み切手の整理

活動などのボランティア活動が計画されています。

　ボランティア活動に参加された会員の方は、「使用済み切手の整理は、ちょっとした時間で気軽に取

り組める活動であり、自分たちにもできる活動があることがわかって良かった。今後も行っていきた

い。」「ボランティア活動を通じて会員同士の交流を深めることができた。」などと活動への意欲を語ら

れていました。

＜日本赤十字社の役割と諫早市地区の活動＞
★日本赤十字社の役割

　日本赤十字社は、地震や台風等の災害時の救護活動をはじめ、血液事業や医療事業等、様々な分野

で活動を展開しています。

　日本赤十字社は各都道府県に「支部」を設けており、各市町村に「地区・分区」が置かれています。

「諫早市地区」は、諫早市社会福祉協議会（以下、諫早市社協）にその事務局が設置されています。

★諫早市地区の活動について

　皆さまからご協力いただいている会費（活動資金）につきましては、日赤長崎県支部へ全額送金い

たします。また、その内の一部が日赤長崎県支部から諫早市地区へ事業費として交付され、諫早市社

協の地域福祉活動費や事務経費として活用させていただいています。

　平成28年度を例に挙げてみますと、熊本地震の被災地支援として諫早市社協職員の現地派遣、火災

が起きた世帯への災害見舞金の支給、広報紙「かんしゃ」の発行等に活用しております。

～諫早市老人クラブ連合会女性部会の活動紹介～

皆さまの善意の会費（活動資金）によって支えられています

～日本赤十字社の活動～

H28年度にご協力いただいた活動資金

１７，４３７，２１４円
（諫早市地区）

諫早市地区（諫早市社協）の交付金
（２，４９２，４４７円）

◦熊本地震の被災地支援
◦災害見舞金の支給
◦広報紙発行
◦車輌維持
◦AEDの維持管理
◦地域福祉活動の事務経費など

日赤長崎県支部・日本赤十字社本社

◦災害救護活動

◦災害に備えての救援物資の備蓄

◦救急法、幼児安全法等の普及

（諫早市内では年15回程度実施）

◦血液センターによる血液事業の推進など

※例（Ｈ28年度）
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ご寄付ありがとうございました
平成29年５月１日～平成29年５月31日受付分

次の皆さまから、心温まるご寄付をいただきました。

ご厚志に沿うよう地域福祉事業のため大切に使わせ

ていただきます。

香典返し

篤志寄付

▼ 田中　祥之  様（天満町）　 【亡長男　　浩様】

▼ドラード書房　代表：中野勝利様（久山台）

▼ 泉野　孝之  様（高来町黒崎）【亡母　ミツ子様】

▼ 松尾　千歳  様（西栄田町） 【亡夫　　弘泰様】

▼ 野口富久恵  様（西栄田町）【亡夫　　利彦様】

７月のふれあい福祉相談
　暮らし、財産、権利擁護に関する心配ごと
など、何でもおたずねください。

開 設 日 月曜日～金曜日（祝日を除く）

開設時間 午前10時～午後３時

場　　所

ふれあい福祉相談センター

（諫早市社会福祉会館内）
【専用電話】23-7022

一
般
相
談

開 設 日 ７月28日（金）　司法書士

開設時間 午後１時30分～４時

場　　所
諫早市社会福祉協議会

【電話】24-5100

無
料
専
門
相
談

※専門相談は、10日前までに予約をお願いします。

……水難者慰霊祭……

　諫早市社会福祉協議会では、昭和32年諫早大
水害で犠牲になられた方を慰霊するため祭壇を
設置します。
　ご自由にご参拝ください。

～お参りください～

【期　日】平成29年７月25日㈫

【時　間】午後３時～
　　　　　　　午後８時まで

【場　所】高城公園内観音像前

当日雨天で川まつりが延期の
場合は翌日も設置します。

サマーボランティア ・

キャンペーン2017

　子どもから大人まで誰もが気軽にボランティア

活動に参加できる『サマーボランティア・キャン

ペーン』が今年も開催されています。

　だまっていても汗をかく夏！！

　ボランティア活動でいい汗流してみませんか。

体験期間 　 ７月１日～９月30日の間で受入施設

等の定める期間

体験場所  県内の社会福祉施設等、ボランティ

ア関係団体、その他

体験内容 ・ 施設利用者とのふれあいや、介助等

の手伝い

　　　　　・ 施設行事への参加、協力による利用

者とのふれあい

　　　　　・ ボランティア団体、当事者団体等と

の共働活動

　　　　　・ その他のボランティア活動

　　　　　　（労力のみの活動は除きます）

その他 　  体験活動の諸経費（ボランティア活

動保険掛金、交通費、昼食代等）は、

原則として参加者の負担となります。

問い合わせ先   諫早市社会福祉協議会　地域支援課


